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昨
年
十
一
月
二

日
か
ら
五
日
ま
で

の
日
程
で
、
能
登

半
島
地
震
の
支
援

活
動
を
行
っ
て
参

り
ま
し
た
。

　

二
日
は
支
援
物

資
の
搬
入
予
定

で
し
た
が
、
現
地

は
大
雨
だ
っ
た
た

め
中
止
と
し
ま
し

た
。
三
日
は
輪
島

市
に
あ
る
「
輪
島

市
災
害
た
す
け
あ

　
能
登
半
島
地
震
支
援
活
動
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
城
県
広
最
寺  

副
住
職  

小
野
大
龍

◎
春
彼
岸
中
日
法
要
「
修
証
義
奉
読
会
」
の
お
知
ら
せ

三
月
二
十
日
（
木
）
春
分
の
日

　

十
一
時　
　

受
付
始
ま
り

　

十
二
時　
　

講
談　

日
向
ひ
ま
わ
り
師

　

十
三
時　
　

中
日
法
要

◎
京
王
バ
ス
「
成
願
寺
前
バ
ス
停
」
脇
の
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て

　

京
王
バ
ス
（
渋
64
・
渋
谷
駅
─
中
野
駅
）「
成
願
寺
前
バ

ス
停
」
の
脇
に
掲
示
板
と
ベ
ン
チ
を
備
え
た
ス
ペ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
バ
ス
停
の
利
用

者
に
、
風
雨
を
凌
い
で
い
た
だ
け
れ

ば
と
の
考
え
で
、
成
願
寺
敷
地
内
に

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

夕
方
五
時
ま
で
は
、
幼
児
・
高
齢

者
の
方
々
の
一
時
の
休
息
に
も
お
使

い
い
た
だ
け
ま
す
が
、
そ
の
他
の
利

用
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

高野山真言宗千住院の北原密蓮住職と成願寺副住職



2

な
い
お
話
は
大
変
貴
重
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
、私
が
参
加
し
た
グ
ル
ー
プ
は
輪
島
市
の
朝
市
が
あ
っ

た
場
所
で
し
た
。
地
震
で
大
規
模
火
災
が
あ
っ
た
場
所
で
、

テ
レ
ビ
で
そ
の
映
像
を
観
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
初
は
貴
重
品
を
探
し
た
い
と
い
う
個
人
か
ら
の
依
頼
で

し
た
が
、
山
積
み
に
さ
れ
た
土
嚢
袋
の
撤
去
が
最
優
先
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
約
半
日
を
か
け
て
撤
去
作
業
を
し
ま
し
た
。

　

依
頼
主
の
奥
様
が
大
変
明
る
く
元
気
な
方
だ
っ
た
の
で
す

が
、
作
業
終
了
時
刻
が
近
く
な
る
に
つ
れ
て
、
寂
し
そ
う
な

表
情
を
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

私
自
身
の
東
日
本
大
震
災
被
災
の
経
験
か
ら
、
最
初
の
元

い
セ
ン
タ
ー
」
を
訪
問
し
、
飛
び
込
み
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

日
曜
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
県
内
外
か
ら
三
百
名
位
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
集
ま
り
、
グ
ル
ー
プ
分
け
の
後
、
各

場
所
へ
の
移
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

移
動
す
る
前
に
注
意
事
項
な
ど
の
説
明
を
受
け
る
の
で
す

が
、
今
回
は
地
震
の
影
響
と
い
う
よ
り
、
九
月
に
発
生
し
た

豪
雨
災
害
の
支
援
が
メ
イ
ン
と
な
る
こ
と
、
地
震
の
影
響
で

倒
壊
す
る
建
物
が
い
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ
と
、様
々

な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
で
は
な
か
な

か
復
興
が
進
ま
な
い
現
状
な
ど
の
現
地
の
方
々
し
か
分
か
ら

輪島市災害たすけあいセンターの様子

倒壊したままの建物

対岸に見えるびっしりと置かれた土嚢
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日
の
地
震
か
ら
一
年
が
過

ぎ
、
震
災
関
連
死 

「
自
死
等
」

が
増
え
て
い
く
の
も
こ
れ
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。そ
う
い
っ

た
心
の
ケ
ア
も
今
後
の
課
題

だ
と
感
じ
ま
す
し
、
そ
の
部

分
の
人
員
を
ど
う
確
保
し
て

い
く
の
か
が
、
こ
れ
か
ら
の

復
興
支
援
の
あ
り
方
を
考
え

る
上
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ

と
思
い
ま
す
。

　

四
日
は
、
羽
咋
市
の
永
光
寺
様
の
瑩
山
禅
師
七
百
回
大
遠

忌
に
、 

成
願
寺
副
住
職
様
が
ご
随
喜
さ
れ
る
と
い
う
事
で
、

待
ち
合
わ
せ
を
し
て
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

法
要
終
了
後
、總
持
寺
祖
院
様
に
拝
登
し
て
参
り
ま
し
た
。

そ
の
際
、
受
処
に
て
、
成
願
寺
様
か
ら
の
義
援
金
を
納
め
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
大
地
震
で
の
支
援
物
資
等
の
窓
口
と
な
っ

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
、
穴
水
町
の
高
野
山
真
言
宗
千
住
院
、

北
原
密
蓮
住
職
に
お
目
に
か
か
り
、
成
願
寺
様
か
ら
の
支
援

物
資
の
受
け
渡
し
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

仮設住宅

登園すると最初にスタンプラリーを受け取ります

飾り付けもかわいい受付

◎
中
野
た
か
ら
幼
稚
園
バ
ザ
ー
の
報
告

　

昨
年
六
月
十
六
日
（
日
）、
中
野
た
か
ら
幼
稚
園
父
母
の
会

主
催
の
バ
ザ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
曜
日
に
保
護
者
や
き
ょ
う
だ
い

と
一
緒
に
や
っ
て
き
た
子
ど
も
た
ち
。

普
段
と
違
う
園
の
雰
囲
気
に
わ
く
わ

く
し
な
が
ら
の
登
園
で
す
。
最
初
に

受
付
で
チ
ケ
ッ
ト
と
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
受
け
取
る
と
、
楽
し
み
に
し

て
い
た
バ
ザ
ー
の
始
ま
り
で
す
。

　

こ
の
バ
ザ
ー
は
、
父
母
の
会
役
員
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さ
ん
が
中
心
と
な
り
企
画
実
施
さ
れ
、
バ
ザ
ー
の
収
益
で
お

楽
し
み
会
の
企
画
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
子
ど
も
達
が
よ

り
よ
く
園
生
活
を
送
れ
る
よ
う
園
の
備
品
な
ど
を
購
入
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
物
販
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ビ
ン
ゴ
、
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
と
多
彩
に
企
画
さ
れ
て
、
子
ど
も
も
大
人
も

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

七
月
六
日
（
土
）
は
場

所
を
成
願
寺
境
内
に
移
し

て
、
外
部
の
方
へ
向
け
て

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開

催
。
役
員
の
み
な
さ
ま
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。

園庭のキッチンカー

インスタ風のフォトスポット

ワークショップ「マイトートバッ
グ」。色とりどりの作品。

ゲームコーナー「くじ」

ワークショップで「キラシャカカプセル」作り

ゲームコーナー「スーパーボールすくい」

フリーマーケットの様子

盛況な飲食スペース
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山
内
短
信

◎
大
般
若
祈
禱
会
「
宝
牌
」
を
新
た
に
安
置

　

正
月
の
恒
例
行
事
、
大
般
若
祈
禱
会
が
今
年
も
一
月
十
二

日
（
日
）
に
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
の
法
要
よ
り
、
祭
壇

に
安
置
さ
れ
る
宝
牌
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。
制
作
は
山

本
仏
具
店
（
元
浅
草
）
に
依
頼
。
け
や
き
製
摺
り
漆
塗
り
で

左
記
の
願
文
は
薬
研
彫
り
、
金
粉
が
施
さ
れ
た
金
文
字
。
台

座
に
は
寺
紋
「
大
観
通
宝
」
が
つ
け
彫
り
さ
れ
ま
し
た
。

　
無
位
真
人
現
面
門
　
智
慧
愚
痴
通
般
若
　
　
　
多
寶
山

　
奉
轉
讀
大
般
若
経
六
百
軸
金
文
専
祈 

心
願
成
就 

諸
縁
吉
祥

　
霊
光
分
明
輝
大
千
　
鬼
神
何
處
着
手
脚
　
　
　
成
願
寺

　

願
文
の
揮
毫
は
住
職
に
よ
る
も
の
で
す
。
寺
紋「
大
観
通
宝
」

は
、
京
源
三
代
目
で
紋
章
上
繪
師
・
波
戸
場
承
龍
氏
の
意
匠

で
す
。
京
源
は
家
紋
に
よ
る
新
た
な
表
現
を
作
り
出
す
工
房

で
、
波
戸
場
家
は
当
山
の
お
檀
家
様
で
す
。

◎
初
観
音
縁
日
法
要
の
報
告

　

去
る
一
月
十
八
日
（
土
）、
恒
例
の
初
観
音
様
の
縁
日
法

要
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
二
時
、信
徒
の
み
な
さ
ま
が
観
音
堂
に
参
集
す
る
と
、

般
若
心
経
と
観
音
経
を
読
誦
い
た
し
ま
し
た
。
お
焼
香
、
参

拝
の
あ
と
、
書
院
に
移
動
。「
五
観
の
偈
」
を
唱
和
し
て
住

職
か
ら
新
年
の
挨
拶
、
続
い
て
乾
杯
を
す
る
と
、
お
寺
で
お

供
え
さ
れ
た
鏡
餅
の
入
っ
た
お
汁
粉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

和
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
み
な
さ
ま
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
願
文
の
入
っ
た
お
札
と
お
土
産
を
頂
戴
し
て
散
会
と
な

り
ま
し
た
。

「理趣分経」を転読する副住職

五観の偈を唱和する参会者
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勝
。
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
の
座
に
輝
き
ま
し
た
。

　

尚
礼
舘
成
願
寺
道
場

は
四
歳
か
ら
九
十
四
歳

ま
で
の
約
百
二
十
人
が

火
・
木
・
土
曜
日
の

十
七
時
か
ら
三
部
制
で

稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
映
画
「
ベ

ス
ト
キ
ッ
ド
」
の
原
作

者
は
、
尚
礼
舘
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
道
場
の
出
身
で

す
。
お
稽
古
を
ご
希
望

の
方
は
是
非
見
学
に
お

越
し
下
さ
い
。

練
習
日
：
火
・
木
・
土
曜
（
十
七
時
〜
二
十
時
三
部
制
）

入
会
金
：
五
千
円

月
　
謝
：
六
千
円
〜
七
千
円
（
年
齢
に
よ
る
）

問
合
先
：
鈴
木
指
導
員
　
〇
八
〇–

七
七
一
六–

一
〇
〇
五

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
道
場
の
紹
介
動
画
が
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

◎
沖
縄
伝
統
古
武
道
世
界
大
会
優
勝

　

昨
年
八
月
四
日
（
日
）、「
二
〇
二
四
沖
縄
伝
統
古
武
道
世

界
大
会
」
が
沖
縄
県
豊

見
城
市
の
空
手
会
館

で
開
催
さ
れ
、
当
山
を

道
場
と
さ
れ
て
い
る

沖
縄
空
手
道
剛
柔
流

尚
礼
舘
師
範
諸
田
博

さ
ん
が
「
男
子
シ
ニ
ア

棒
の
部
」
で
見
事
優

世界大会で「右中段突き」を繰り
出す諸田師範

成願寺道場での練習風景（少年の部）

金メダルをかける諸田師範

◎
竹
の
お
礼
状
が
届
く

　

毎
年
七
夕
の
季
節

に
な
る
と
、
近
隣
の
幼

稚
園
や
保
育
園
、
児
童

館
等
か
ら
竹
を
わ
け

て
欲
し
い
と
連
絡
が

き
ま
す
。
昨
年
は
区
教

育
支
援
室
（
中
央
一

丁
目
）
か
ら
も
要
望
が
あ
り
、
差
し
上
げ
ま
し
た
ら
、
写
真

付
き
で
、「
子
ど
も
た
ち
も
大
層
喜
び
、
大
勢
で
七
夕
の
行
事

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
お
礼
状
が
届
き
ま
し
た
。
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◎
第
十
四
回
「 

小
江
戸
大
江
戸200k

」
開
催

　

昨
年
三
月
九
日
（
土
）、
十

日
（
日
）、
第
十
四
回
を
迎
え

た
「
小
江
戸
大
江
戸200k

」

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
江
戸
大
江
戸

ト
レ
ニ
ッ
ク
ワ
ー
ル
ド
主
催
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

　

こ
の
大
会
は
「
広
大
な
関

東
平
野
を
感
じ
る
小
江
戸
、

東
京
の
新
旧
名
所
を
巡
る
大

江
戸
、
そ
し
て
再
び
小
江
戸

へ
。
知
ら
な
か
っ
た
自
分
と

首
都
圏
を
巡
る
旅
」
と
題
さ
れ
て
川
越
の
会
場
を
ス
タ
ー
ト
。

短
く
て
九
十
㎞
、
長
く
て
二
百
六
十
㎞
と
い
う
五
つ
の
コ
ー

ス
が
設
け
ら
れ
、
約
八
百
名
の
参
加
者
は
制
限
時
間
ま
で
の

ポ
イ
ン
ト
通
過
と
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
と
い
う
タ
イ
ム
レ
ー
ス
。

　

当
山
は
第
一
回
目
よ
り
「
成
願
寺
エ
イ
ド
」
と
し
て
会
場

を
提
供
（
エ
イ
ド
と
は
、
参
加
者
が
水
分
や
食
べ
物
を
補
給

す
る
場
）。
三
百
名
ほ
ど
が
利
用
し
て
、
毎
回
「
成
願
寺
エ
イ

ド
」
の
名
物
と
し
て
大
会
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
振
る
舞
う

鹿
肉
カ
レ
ー
、
フ
ル
ー
ツ
サ
ン
ド
、
野
菜
ス
ー
プ
な
ど
が
提

供
さ
れ
ま
し
た
。

「成願寺エイド」となった長者閣の様子

◎
小
笹
庵
（
南
書
院
）
の
和
室
に
「
炉
」
を
設
置

　

檀
信
徒
、
地
域
の
皆
様

に
広
く
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
る
小
笹
庵
（
南
書
院
）

に
新
た
に
「
炉
」
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
炉
」
は
茶
道
に
お
い
て
、

十
一
月
～
四
月
の
間
に
使

わ
れ
ま
す
。
畳
の
一
部
を

切
り
、
そ
こ
に
小
さ
な
囲

炉
裏
を
設
え
、
灰
を
入
れ
、

炭
を
熾
し
て
、
五
徳
に
釜
を
乗
せ
て
湯
を
沸
か
す
の
で
す
。

　

こ
の
工
事
に
際
し
、
当
山
に
て
茶
道
教
室
「
ひ
さ
ご
の
会
」

を
主
宰
さ
れ
て
い
る
裏
千
家
准
教
授
巖
宗
鶴
先
生
よ
り
、
茶

室
や
和
の
建
築
に
造
詣
の
深
い
建
築
家
岩
崎
泰
先
生
を
ご
紹

介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
岩
崎
先
生
は
こ
れ
ま
で
に
八
十
件
以

上
の
茶
室
を
手
が
け
て
こ
ら
れ
、
特
に
ご
考
案
の
「
ス
ラ
イ

ド
式
『
炉
』」
は
時
代
の
要
請
に
即
し
て
「
炭
火
」
と
「
電
気
」

を
使
い
分
け
る
こ
と
の
で
き
る
優
れ
も
の
で
す
。

　

小
笹
庵
の
和
室
は
、
お
仲
間
と
の
趣
味
の
お
茶
会
な
ど
に

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
利
用
希
望
の
場
合
は
寺
務
所
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

スライドの動きを確認する岩崎先生
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◎
旧
防
空
壕
、
日
本
テ
レ
ビ
の
取
材
を
受
け
る

　

日
本
テ
レ
ビ
「O

ha!4 N
EW

S 
LIVE

」（
月
～
金　

朝
四
時
半
～

五
時
五
十
分
）
で
は
、
今
年
戦

後
八
十
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り

「
街
に
遺
る
八
〇
年
の
記
憶
」
と

題
し
、「
今
な
お
残
る
戦
争
の
つ

め
あ
と
」
を
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
去
る
十
二
月
二
十
日
、
小

野
夏
望
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
カ
メ

ラ
ク
ル
ー
二
名
が
来
山
。
旧
防
空
壕
が
取
材
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
様
子
は
一
月
十
七
日
に
放
送
さ
れ
ま
し
た
が
、
日
テ
レ

N
EW

S  

公
式YouTube

で
配
信
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
曹
洞
宗
石
川
県
宗
務
所
へ
復
興
支
援
金
を
納
め
る

　

昨
年
、
盂
蘭
盆
会
、
秋
彼
岸
会
の
際
に
復
興
支
援
金
の
ご

寄
付
の
協
力
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
み
な
さ
ま
に
ご
賛
同
い

た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
昨
年
十
一
月
七
日
、

十
六
万
七
千
三
百
三
十
八
円
を
石
川

県
宗
務
所
へ
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
宗
務
所
長
の
屋
敷
智
乘
老

師
よ
り
礼
状
が
届
き
ま
し
た
。

本堂前でインタビューを受ける住職の孫・尭成


